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News Letter No。4

巻頭言

竹中晃二 学会常任理事（早稲田大学）

私たちには、ストレ

スのない人生など考え

られません。ストレス

は、誰もが経験し、い

わば人生に待ち受ける

罠です。突然、罠にか

かれば誰もがショック

を受けるのは当然です。

もし私たちが事前に罠

のありかや形状を知っておれば対処法も身につけてお

くことができます。あるいは、不幸にも罠にかかった

としても、パニックを起こさないで罠をはずす思案を

行ったり、人の助けを待つこともできるのです。スト

レスマネジメントは、ストレスそのものの知識を身に

つけることでもあり、ストレスを避ける術、こなす術

を練習するものです。また、日頃からストレスを貯め

込まないで、その影響を分散させる術も範疇に入りま

す。このように考えれば、従来行われてきたストレス

マネジメントの技法や研究は、すべてがそれぞれに価

値があり、それらを認めた上で、今度は適用の場や状

況、対象者に応じて何を選択していくのかという議論

に移っていっていいはずです。しかし、現在我が国で

行われているストレスマネジメントは、その内容、行

う場、教える人、教え方に至るまで、種類は千差万別

であり、そのため、人によってストレスマネジメント

のとらえ方も大きく変わっています。「いまこそ、研究

分野や縄張りの壁を取り払い、お互いを認め合いなが

ら、誰のためのストレスマネジメントかを考える時に

来ていると思います。」

日本ストレスマネジメント学会は、壁がない学会で

す。さらに、本学会がアカデミックな関心を売り物に

する他の学会と大きく異なっているところは、ストレ

スマネジメントが研究と実践の相互関係で成り立って

いることを強く意識しているところです。この理念を

もとに、学会は、現場の実践者をサポートする役割を

担うことが設立当初から義務として掲げてきました。

また、現場の実践者が多数会員となっていらっしゃる

こともこの義務の遂行を後押ししています。本学会は、

今後も、人のストレス対処に関わって理論的にも実践

においても効果が裏打ちされたストレスマネジメン

ト・プログラムの開発や普及を行い、「研究と実践」の

架け橋になるような道筋を立てていかねばなりません。 
本学会の存在意義をさらに高めるためには、今後行

うべきいくつかのチャレンジが存在します。このチャ

レンジは、ストレスマネジメントの将来像にも関係す

ることかもしれません。それらの一つは、普及の場を

広げることです。本学会は、学校を中心にして発展し

てきたストレスマネジメント教育の実践がもとになっ

ていますが、この教育という考え方を様々な人たち、

また場に適用する努力が求められます。たとえば、

EAP（Employee Assistance Program）と連動させな
がら行う職域への普及、多大なストレスを伴う医療サ

ービス従事者・福祉サービス従事者への普及、災害や

危機発生時・以後の介入、あるいは発生前にあらかじ

め行える「備え」としてのストレス関連情報の提供な

どです。これらの対象者や場に適合するプログラムの

開発は重要ですが、実践のための入口、すなわちスト

レスマネジメントを広く行き渡らせるための風土づく
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りから、出口、すなわち評価法までも考えた一連の取

り組みが必要となります。また、内容においても、実

践の質を高める努力も必要です。たとえば、単にスト

レスマネジメントを「教える」ということから、日常

生活で習慣的に「使う」ということを目標とする教授

法の開発や数ヶ月単位で行えるカリキュラムの標準化

などです。

さて最後に、現在、対外的に本学会の知名度を高め

るために、いくつかの努力を行っていることを会員の

皆様にお伝えしておきます。その1つは、日本心理医
療諸学会連合（UPM）への加盟であり、本年(2005年)9
月3日のUPM理事会で加盟が承認されました。続い
て、現在、日本学術会議広報協力学術団体の指定申請

の手続きも進めているところです。以上のように、学

会が行うべき内容の充実と対外的な働きかけを行いな

がら、それぞれの場においてストレスマネジメントの

制度化を訴えていくことが本学会の使命と考えます。

今後とも皆様のご協力をお願いする次第です。

第４回神戸大会の参加者

女性 男性

大会 137名 63名 計200名

研修会 147名 53名 計200名

研修会内訳

ｺｰｽ A-1
山田

B-1
竹中

C-1
冨永

合計

57名 67名 75名 199名

ｺｰｽ A-2
坂上

B-2
高田

C-2
小澤

合計

66名 54名 80名 200名

ｺｰｽ A-3
松木

B-3
山中

C-3
土居

合計

84名 55名 61名 200名

【会長講演】

「ストレスマネジメント研究・実践の最新動向」

山中 寛 先生 (鹿児島大学)

本学会は、ストレスマネジメントの基礎研究と実践

研究の促進を目的としており、様々な立場の研究者や

実践家が参加している。そのため、依拠する理論的立

場や活動領域も異なり、

ストレスマネジメント研

究や実践研究を展望する

際の興味関心にも微妙な

違いがある。そこで、最

近の動向と今後の展望に

ついて、PsycINFOをデ
ータベースとして検討してみたい。

○研究の動向

過去 10 年間に発行された「書籍またはその一部」
「雑誌論文」の中に、“stress management”という
用語が用いられている研究は、1、111件であり、具体
的な介入の結果を記載した論文は 357 件であった。
357件の内訳は次のとおりである。
目的は、患者のストレスケアとQOLの向上が 162
件（45.4%）、健常者のストレス予防が94件（26.3%）、
ストレスケアが 62件（17.4%）であった。10年前と
比較すると、健常者の予防に関する研究が増加してい

ることがわかる。適用技法は、行動的技法 148 件
（36.3%）、認知行動療法 62 件（15.2%）パッケージ
法62件（15.2%）であった。一番多かった行動的技法
は、リラクセーション 26件（17.6%）、漸進的弛緩法
15件（10.1%）、バイオフィードバック法15件（10.1%）
と続き、瞑想法、イメージ療法、ヨガ、自律訓練法、

催眠なども適用されていた。実施場所は、臨床場面175
件（49.0%）、職場48件（13.4%）、学校44件（12.3%）、
スポーツ場面13件（3.6%）であった。
○実践の動向

スポーツ領域

では、競技選手

のストレスマネ

ジメントとして、

“メンタルトレ

ーニング”の中

で取り扱われることが多い。教育領域では、小・中学

校において予防を重視したストレスマネジメント教育

が展開され、多くの成果を挙げている。産業領域では、

EAP（Employee Assistance Program）と呼ばれる従
業員支援プログラムが普及してきている。医療・福祉

領域では、患者や対人援助職のストレスマネジメント
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が重視されてきたが、今後は家族も含め、ケアする人

のための社会システムや文化を構築する実践活動の展

開が期待される。

○今後の展望

ストレスマネジメントとは“生活の営み”に他なら

ない。この観点に立ち、生活により密着した基礎・実

践研究に取り組むことによって、本学会は国民の安寧

に貢献することができる。

（要旨：藤原 忠雄）

【特別講演】

「災害とストレスマネジメント」

槙島 敏治先生 （日赤医療センター）

“赤十字は苦痛と死と

に対して戦う”とジャ

ン・ピクテ氏が「赤十

字の諸原則」の中で述

べている。苦痛とは体

の苦痛だけではなく心

の苦痛をも意味する。

赤十字の心のケアはこ

うした心の苦しみをもつ人々のためのものである。

日本赤十字社（日赤）のこころのケアは昭和 57
年の「災害時の精神異常者への対応」の検討に始ま

る。昭和 60年の御巣鷹山の日航機事故での遺体処
理や、平成６年のルワンダ難民の救援に従事した日

赤の職員の中に、いまだに感情が処理できずにいる

者や、悲惨な状況下での過酷な救援活動で燃え尽き

症候群になった者

も多く、災害時には

被災者だけでなく、

援助者にも心の問

題が生じることが

わかってきた。

平成 7 年の阪神･
淡路大震災での８千名を超えるアンケート調査の結

果と、平成８年の幾つかの国際機関の視察を基に、

日本に適した連盟の心理的支援（こころのケア）の

導入を決定した。

平成 12 年の有珠山の噴火災害では、日赤として

初めての組織的なこころのケア・プログラムを計画、

実施した。そして、平成 15 年、日赤はこころのケ

アを災害救護事業の柱として位置づけ、“災害時の

こころのケア”を発行するとともに、連盟協力を得

て日赤病院の看護師や医師、職員を対象に研修会を

開催してこころのケアの指導者を 120 名養成した。

現在、この指導者が全国の支部・病院で救護班要員

やボランティアの指導を行なっている。

日赤の心理的支援は被災者のこころのケアと救援

者のストレス管理から構成されており、訓練を受けた

救護班員やボラ

ンティアがすべ

ての被災者に対

してストレスの

緩和のお手伝い

をするものであ

る。しかし、災

害時のこころのケアは日赤の職員やボランティア

だけでできるものではなく、地域の保健所や精神保

健機関との協力が不可欠である。

平成16年10月 23日に発生した新潟中越地震で

は小千谷市と長岡市の長岡日赤病院にこころのケ

アセンターを設置し、63名のこころのケア指導者と

看護師 94 名からなる計 137 名のこころのケア担当

者を派遣した。避難所や地域を巡回して、４週間で

3、480件の被災者に対してこころのケアを行った。

（要旨：藤原 忠雄）

【ミニ・シンポジウム】

「ミニ・シンポジウムをコーディネートして」

奥村 晃久 （鹿児島生協病院）

学会終了後２週間、恒例によって医局の学会報告

掲示板に今回のミニ・シンポジウムの様子を報告し、

呼吸器科や糖尿病担当医にも資料を読んでもらい

ました｡ストレス・マネジメント(以下、スト・マネ)

は集学的、かつ実践的で院内の他の関係者にも注目

され、幾つかの質問も受け、当院の医療活動でも重

要な課題であると思いました｡

５月初め、山中 寛会長から”医療分野でも発展

させたいので今後2-3年、スト・マネの先進的取り
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組みを紹介し、論議するシンポジウムを予定してい

るのでコーディネター役を引き受けて欲しい”と

依頼されました｡私は、｢NPO 法人健康づくりフォー

ラム｣で地域の自治体と協力して｢心｣を重視した健

康運動教室を続けていますが、心理(精神科)分野で

の専門家ではないので躊躇しました｡しかし、これ

まで医学･医療とその現場では、患者さんの人権や

｢心｣に対して無神経であり、人命優先だけのセント

ラル・ドグマに支配されてきました｡しかし、「イン

フォームドコンセント」や「セカンドオピニオン」、

患者さんの意思尊重の｢リビングウイル｣、院所運営

面でも｢医療オンブズマン｣の関与などのように患

者･障害者運動と共に、国民の自主性の高まりに伴

って病院運営参加なども広がっています｡今後、医

療人の｢心の問題｣は、重要な現代的課題であり、私

も勉強したいと思い引き受けました｡

今回は、医療分野では最初の取り組みであり、学会

参加の多くは医療関係以外の人が多いので、４つの視

点（①日本社会の現状認識 ②医療･福祉･介護、医療保

険と社会保障の現状と行方 ③国民や患者さんの現状

④医療従事者の現状)を前置きに解説しました｡不況と

大重税で国民の生活･雇用と経営が悪化し、ストレスも

増大し欝病や自殺も急増(34、000 人以上/年、世界最

高)しています｡医療･福祉･介護分野でも国や自治体で

は、財政対策と効率優先の施策で終始し、患者受益者

負担が急増し受診も大変困難になっています｡このよ

うな状態に対して政治は内向き(国民擁護)、経済は外

向きで｢政経分離｣であるべきで、２１世紀は｢持続可能

な社会形成、地域へのボランテイア的貢献｣がキーワー

ドであることを提起しました。シンポジウムのテーマ

は｢患者さんへのスト・マネの取り組み｣で、３つの報

告でした｡(今村病院分院、鎌田哲郎医師)：糖尿病外来

で待合時間を利用し、看護師さんが｢糖尿病の20の質

問票｣の聞き取りをして、患者さんの要望や悩み解決に

役立てて治療効果を上げています｡(大阪人間科学大学、

百々尚美先生)：難病患者さんに対して地元保健所の保

健師と心理士の協同で定期的にスト・マネ教室を開い

て精神的支援とリラクセーション・スキルを学んでい

ます｡(県立広島医療福祉大、網島 ひづる先生)：進行

肺癌患者さんの退院後のセルフケアの支援で不安や抑

うつが軽減し、患者さんの周囲の人への理解が進んで

きています｡このように｢心｣を大切にした取り組みは

先進的ですが、これからは次第に全国に広がっていく

と思います｡しかし、今後の課題として

① 医師をはじめとした医療従事者との日常的な協力

関係と患者さんの把握

② ｢根拠に基づく｣評価を定期的にしながら取り組む

③ 評価は、集団的な統計(デジタル)分析だけでなく、

個々の人と｢心｣を大事にした具体的(アナログ)な

ものも必要

④ また、取り組むスタッフ自身も第三者的立場でなく、

喜びや悲しみを共にする「心」をもつことや、シ

ンポジスと同士も発表前後の論議を通して学びあ

うことも大事だと思います｡

【学会企画シンポジウム】

「災害後の心のケアのあり方を考える」

話題提供して

吉澤 美弥子 （至誠会 長岡保養園）

阪神淡路大震災から１０年。中越地震発生後じ

きに「心のケア」という言葉があちこちで聞かれ、

かえって地元は混乱する事態もあった。地元の臨床

心理を糧とする者の「義務と責任」を痛切に感じな

がらも、実際どのように動いたらよいか身動きがと

れないでいたところ、冨永、小澤、高橋３先生が新

潟県臨床心理士会の緊急研修会のために来越され、

現地ボランティア活動についても実践的な助言を

下さった。いったん立ち上がった県士会の現地活動

は中止となったが、長岡臨床動作法研究会を母体と

した有志ボランティアチームを立ち上げ、物心両面

で多くの先生方から支援を頂き、リーダー３名とメ

ンバー１０名で刻々と変化する状況に即す支援を
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心がけ、その都度検討修正しながらとにかく突っ走

ってきた。 

 今回、シンポジウムでの話題提供を機に活動を振

り返ることができ、また指定討論の槇島先生、小澤

先生はじめフロアの先生方から今後の展望の示唆

を頂きエンパワーされた。 

また多くの皆様から活動資金にと義援金を頂い

たこと、重ねて御礼申し上げます。  

 

「シンポジウムに参加して」 

丸山 陽子（エルベ臨床心理研究センター） 

 初めて参加した。シンポジウムや発表では、質問票

を使った効果測定や尺度の開発に関する報告が多かっ

た。私は育児支援の一環として幼稚園児を持つお母さ

んにストレスマネジメントの体験講座を開いている。

本人に効果を知ってもらうために短時間でできるスト

レスチェック票は使っている。それを見ると、講座後

の値は下がり、眉間にしわを寄せ肩をすくめていたお

母さん方の肩が下がりニコニコして帰ったり、チェッ

ク票の感想から「まあ、効果はあるのだろう」と思っ

ていたが、本来は育児支援用の質問票を開発しなくて

はいけないのだと感じた。研修に参加して災害後など

に心の手当ての必要な児童・生徒のスクリーニングと

しての調査票の重要性も知った。新潟中越地震のシン

ポでも支援後の調査が話題になった。研究の成果を表

すことは必要だが、一人の生徒が4回も調査を受けた

とも聞く。あまりに多い調査は調査を受ける人たちの

負担になりかねない。被災者支援は「被災者のための

もの」という原点を忘れてはならない。 

 
 

「ミニシンポ３を終えて」 

松木 繁（松木心理学研究所） 

「教育・福祉におけるストレスマネジメント」

をテーマとしたミニシンポ３では、学校現場で、よ

り効果的にストレスマネジメント・プログラムを実

践してい

くために

は、どのよ

うな工夫

が必要な

のか、また、

新たなプ

ログラム開発にはどのような視点が必要とされて

いるのかを３人のシンポジストからの話題提供を

もとに考えてみた。 

 京都市立常磐野小学校養護教諭の八木利津子先

生から、小学校現場でのストレスマネジメント教育

の効果測定に関して、発達段階に応じた evidence

の捉え方という視点から、また、茨木市立南中学校

教諭の坪田泉先生からは、３年間にわたるストレス

マネジメント・プログラムの実践について短期プロ

グラムとの比較検討を通して、さらに、京都教育大

学心理教育相談室の岩瀬佳代子先生と山下美和子

先生からは、特化した領域でのストレスマネジメン

ト・プログラムの展開のひとつとして、“怒りのコ

ントロール”に関しての実践研究を、各々に話題提

供をして頂いた。 

 それぞれに現場での必要に迫られての実践であ

ったため、学校現場における今後のストレスマネジ

メント教育のあり方を考えていくにあたっての重

要な示唆を与える興味深い内容の発表であった。 

 

指定討論「災害後の心のケアのあり方を考える」 

槙島 敏治 （日赤医療センター） 

吉澤さんの動作法をもちいたボランティア活動

は身体的なアプローチであるが、そのリラックス効

果による心理面で及ぼす効果も大きく、かつ被災者

の自発的な参加を基にしておりストレスの自己管

理を可能にするものである。また長期的かつ継続的

な支援活動であり、急性期の支援を目指す日本赤十

字社のこころのケア活動と相補しうる貴重な活動

でもある。 

被災者に対する支援を行う場合には、その活動を

終了する仕方、すなわち出口戦略を含めて活動計画

を立てるべきで、特に長期的な支援では活動を継続
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する体力も考慮しなければならず、状況の変化に対

応する柔軟性も要求される。 

 災害時に心のケアを提供するために被災地に入

る場合には、災害救護の訓練や研修をあらかじめ受

けておく必要があり、特に心理の専門家は被災地の

過酷な状況や支援活動からくるストレスの自己管

理法について知っていなければならない。 

 

「奨励研究優秀賞を受賞して」 

宮下 啓子 （河内長野市立東中学校） 

 本学会の第４回学術大会において、「ストレスマ

ネジメント教育による暴力防止プログラムの開発」

（発表者:宮下啓子、冨永良喜）というテーマでポ

スター発表を致しましたところ、奨励研究優秀賞を

いただきました。自身としては、不十分なところや

課題を多く抱えた研究だと自覚していましたので、

思いもよらぬ受賞となりました。評価していただい

た先生方には、感謝を申し上げたいと思います。同

時に、それら課題も含め、「今後もこの研究を続け

ていくこと」を宿題として出していただいたと理解

し、気持も新たにしているところです。 

 本研究は、この３月まで在籍していました、兵庫

教育大学大学院において修士論文研究として行っ

たものです。暴力をめぐっては、昨今大きな社会問

題にもなっています。学校現場においても、ちょっ

としたいざこざから、いわゆる「キレ」て暴力に発

展するというようなことが、少なくありません。そ

れに対して事後指導や処理は行われますが、暴力に

ついての予防教育等はあまり行われていません。こ

れらの実態や、私自身さまざまな暴力被害に遭われ

た方々との出会いを経験し、暴力というものについ

て、正しく知ることから始める必要があるので

は･･･というと

ころからこの

研究は始まり

ました。 

 実際ポスタ

ー発表の時に

も、さまざまな

フィールドの方から声をかけていただいたり、質問

を受けたりしました。その中で「とても大事な視点

だと思います」「私自身も悩んでいます」という声

を多く聞きました。研究の内容や善し悪しはともか

く、今自分が持っている視点や進もうとしていると

ころには、大きな間違いはないのだということを確

信できた、今回の受賞でした。幸運にも、以前プロ

グラムを実施させていただいたところで、今年もプ

ログラムを実施します。この学会で、出会った方々

とも今後交流を持ちながら、研究を進めていければ

と考えています。 

 最後になりましたが、本研究大会を実施するにあ

たり、大会事務局の皆さまには本当にお疲れさまで

した。ありがとうございました。 

 

「学会に参加して」 

香田 順子 （高槻市立丸橋小学校）                                      

 兵庫の皆様お疲れ様でした。今回は「危機を生か

すストレスマネジメント」という大会テーマに相応

しく、貴重なお話を沢山聞かせて頂き、大変勉強に

なりました。 

 なかでも槇島敏治先生の特別講演での日本赤十

字社が心のケア指導者を平成１５年には、すでに１

２０名も養成したお話は、初めて知りました。危機

場面がますます増加し、心のケア指導者を必要とす

る情勢は、増えてほしくはないのですが、危機場面

にいつでも冷静に対応できるシステムは、本当にも

っと必要だと思います。 

 ２日目の研修会では小澤康司先生に世界中の危

機場面に遭遇した子どもたちやその家族を対象と

したストレスマネジメントの技法を実際にご指導

して頂いたのでよくわりました。そして現在、私た

ちがおこなっているストレスマネジメント教育が

十分に使えるし、自信を持って広げていってもよい

と言う確信を持てて、良かったと思いました。 

 

「学会に参加して」 

山里 潤弥 （熊本県 湯出光明童園）  

日本ストレスマネジメント学会第４回学術大会

において、私は始めてポスター発表をさせていただ

く機会を得ることができましたが、学会へのこのよ

うな参加の仕方は始めてで、何もかもが新鮮な体験
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でした。大会の開会を迎えるまでの準備や大会中、

懇親会、研修会など学会に参加することで、様々な

刺激を得ることができました。特に研修会は充実し

ており、Ａ・Ｂ・Ｃ全てのプログラムを受けたいほ

どでした。また研修会は単なる講義にとどまらず、

ワークや実際に体験することを通しての研修とな

っており、大変勉強になりました。 

 また、今回の学会に参加することで、新たな出会

いがあり、各地で活躍されている先生方や恩師や仲

間、先輩と再会することもでき、非常に嬉しく、多

くの情報を得ることができ本当に有意義な２日間

でした。第４回大会は終わりましたが、今大会で出

会えた先生方との出会いはとても貴重なものであ

り、今後も大切にし、多くの先生方との交流を増や

していきたい。 

 

「学会に参加して」 

辰巳 朋子 (青少年団体職員、S.C) 

 今も資料を眺めるとつい見入ってしまいます。自

分のしていることは「援助」になっているのだろう

か、どんな立場で何に注意すべきだろうか、支援者

のストレスマネジメントも確かに…、等とモヤモヤ

していたことが、登壇者や講師の方々によって語ら

れていました。モヤモヤが晴れるかもしれないとい

う期待が湧き、密度の濃い時間でした。急性ストレ

ス反応のような高揚感…そうか!? 緊急支援をし

てもらう現地機関もこんな感じなのでしょうか。 

 研修の終わった時、とても疲れていましたが、行

動変容理論を勉強しようとか、リラクセーションに

今度あの音楽を使ってみようかな、浮き足立ってい

る人には動作法のこれを提案するのも有効だと覚

えておこう、そして何より、私のストレスマネジメ

ントを予定しなくちゃ、と確かに思いました。 

 そして今、ディズニーの音楽を聞きながらこれを

書き、仲間との懇親

会の予定がありま

す。すごい！ 講師

の方々、本当にあり

がとうございます。

変化がありました。 

「第４回神戸大会に参加して」 

米山 恵美子（桜美林大学） 

本年度の神戸大会に参加し、昨年度より行なって

きた「小学校教師のストレス反応尺度の開発」の研

究について発表を行なった。今回、初めての学会発

表であり、抄録原稿やポスターの作成などの準備で

大変だったが、無事に終えることができ、今までに

無い達成感を味わうことができた。 

 昨年より約1年間、小学校でのボランティア活動

を通して、学校における児童・生徒や教師のストレ

スに興味を持つようになった。特に、現場の教師の

過剰な労働状況を見ることにより、何か教師へのサ

ポートができないかを考えていた。そこで、3年次

のゼミ論文では、小学校教師のストレスに関する研

究をテーマに行ない、今回、発表させていただいた。 

 大会での発表前は、学校現場の先生方からどのよ

うな反応が返ってくるのか恐かったが、実際の現場

の先生方から普段聞くことのできない、多くの貴重

なご意見をいただいた。とりわけ、数人の先生方か

ら、開発した尺度を使ってみたいと言っていただい

た時には、苦労が報われた気がした。その後の灘の

お酒と神戸の夜景は、最高だった。 

大学院への進学を希望している私にとって、今回

の発表経験は、今後の研究への励みとなった。この

ような機会を与えてくださった大会事務局には大

変感謝している。また、来年度も新しい研究成果を

持って、是非参加したいと考えている。 

 

「学会に参加して」 

    門野 明子 （大阪市立玉造小学校） 

 ストレスマネジメント学会第1回から続けて参加

しています。毎回、新しい視点からのストレスマネ

ジメントの研究が報告されていて、自分自身にとっ

て励みになっています。私は、小学校現場でストレ

スマネジメントをしています。最初、見向きもされ

なかったストレスマネジメントでしたが、最近では、

問題行動が起こると、「なんかいい教材ない？」と、

尋ねられることや、（本当は予防教育だけどな～）、

担任する学年でのストレスマネジメント教育をす

んなり取り入れることができるようになってきま
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日本ストレスマネジメント学会 
第５回学術大会＜京都大会＞ 
事務局 

〒573-0112 
大阪府枚方市尊延寺５－２０－４  

       橋本 頼仁 

FAX ：072-859-5039 
E-mail：jssm2006@yahoo.co.jp 
URL ：http://jassma.org/ 

 

した。『継続は力なり』。継続できるのは、学会員の

方の研究や研修会で得るものがたくさんあるから

だと思います。今大会で得たものも早速、現場で実

践してみたいです。最後になりましたが、運営をし

ていただいた大会事務局の皆様方に感謝申し上げ

ます。 

 
 
      ～スタッフの皆さんです～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

日本ストレスマネジメント学会 

第５回学術大会＜京都大会＞・研修会の概要ご案内 
 

第５回学術大会＜京都大会＞概要 

 テーマ：大会テーマ「“しんどい”に ストレスマネジメント」 
 日 時：２００６年７月２９日(土)・３０日(日)  

 会 場 平安会館 

〒602-0912  京都府京都市上京区烏丸通上長者町上ル 
（最寄り駅 地下鉄 今出川駅南 400m・丸太町駅北 800m） 

 プログラム 

 ７月２９日（土） 
１０：００ 開会セレモニー 

１０：１５ 基調講演 

１３：００ シンポジウム 

１６：１０ ポスターセッション 

１７：００ 総会 

１８：３０ 懇親会 

７月３０日（日） 

９：００ 口演発表 

１１：００ 学会研修Ⅰ 

１３：００ 学会研修Ⅱ 

１６：００ 終了 

 

今後の予定 

４月～ 学会・研修会参加申込受付、発表申込受付 

４月末 発表申込期限、用紙送付期限 

５月末 プログラム発表抄録原稿送付期限、 
６月末 大会参加申し込み・参加費払込期限 

７月初旬全会員にプログラム送付 

 
皆さんの参加をお待ちしています。 

編集後記 
 感想をお寄せいただいた皆様、ご協力ありがと

うございました。遅くなりましたが、おかげさま

で、第４回のニュースをお送りできました。 
 簡単な実践報告を始め、学会に対する、感想や

要望もお寄せいただければ、さらにニュースが充

実したものになります。 
 皆さんのご投稿お待ちしています。 

富永・藤原・橋本・石井・村上 


